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成した第 2 章は、本論文のなかで最も力量が発揮されて、すぐれてオリジナルなものとなっているo 浪曲が近代の国
民国家における国民統合の理念を感性レベルで民衆に向けて語って受容され、戦中においては草の根からファシズム
へ動員していったとする見解に対して、浪曲師個人の口演した演目、また「愛国浪曲」という国策浪曲に対する聴衆
の聞き方や口演法に着目して、浪曲師がく芸人知〉をもって客受けを内面化しつつ、国家の期待や統制と関わり合い
ながらも、聴衆の好みに応じていたことを明らかにした点は、文化の政治学的な視点からの考察として重要な意義を
もつ成果である。
本論文は民俗学の閉塞した状況を批判し、他の研究領域へ問題提起するものとして大いに評価できる。だが、全体
的な構成と論述法においては問題点がないわけではな L、。本論文のテーマとなっているく芸人知〉が個々の浪曲師に
おいては丁寧に興味深く描かれているが、歴史一社会的な状況においてどのように展開したのか、そのダイナミック
な様相が論じられていな L、。それは各章が有機的に連関していないところに起因しているといえる o
しかし、このような問題点は、本論文の達成した成果を損なうものではなく、むしろ研究を深化させていく今後の
課題として考えられるべきものであり、本論文を博士(文学)の学位を授与するにふさわしい内容を有するものと認
定する o
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